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雪を教材とする理科教育の提案
























法を見出した。 ドライアイスの温度は-77"C と非常に低温なので、雪を冷凍保存するに必要な -150C









その装置の概要を図 I に示す。 断熱性の良いスチロール容器 (カップラーメンのミニサイズの容器、
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の袋 (350rnmx 250rnm) を敷き、その中に細かく砕
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凹 X25凹)を用いた。 容器内部においては、砕かない場合は最低到達温度は - lTCであるが、砕いた







示したものである。飽和食塩水を加えた曲線 A は実験開始からわずか 4 分で 150C まで、下がってお
り、この状態を約50分間持続できる 。 一方曲線 B で示す飽和食塩水を入れない場合は、最初の約50
分間は -70C~-90C ぐらいまでしか下がらない。 約50分後に温度が急激に下がるが、これは時間と
ともに氷が融けるとブラインと青色工作用紙との接触が良くなるためである 。 しかしその低温は長く
は続かない。このことに注目し今回最初から食塩水を加え接触を良くし、即座に 15tの低温を得る
ことができた。この -150C を持続している 50分間という時間は、子ども達が雪を採集して観察するの
に十分な時間である 。
先に述べたように、スチロール容器の内側にピ、ニール袋を敷いている 。 これは長時間の顕微鏡観察













とがわかり、この安価で、薄い樹脂フィルムが非常に有効であることがわかっ た 。 これもまたこの装置
における重要なポイントの一つである 。
写真 3 の (a) (b) は、この雪の採集及び観察装置を用いて撮影した、雪の顕微鏡写真である 。 これは
福井県和泉村で撮影したものである 。 顕微鏡には先に述べたように、どこの小学校にでも置いてある
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で、シャッタースピード 1 / 8 秒で撮影した。























すればよい。写真 6 (a) (b ) は中学生用の顕微鏡を用いて撮影した雪の顕微鏡写真であり、接眼レンズ
×対物レンズの倍率は (a) は20倍、 (b) は40倍である。 (a) はつづみ型、 (b) は樹枝状である 。 この場合
も一眼レフカメラを接眼レンズに接近させて撮影した。撮影条件は F= 8 、シャッタースピードは l
/ 4 秒である。
3 .小学校での授業実践
この装置を実際に用いて、福井県勝山市立荒土小学校の 5 年生、 30名のクラスを対象に実践授業を
行った。 平成12年 2 月 10 日午前 9 時から 10時30分の間である 。 理科室が建物の 2 階にあったため理科




l 班 6 人のグループを作り、それぞれの班に市販のロックアイス 1 袋(l. lkg ) 、塩 (470g) 、飽和食







































































分類される。写真12 (b) は、 12分50秒後の結晶で、主枝からさらに小さな枝が伸び、羊歯状の特徴を























ろに変え水蒸気の供給を変えることに よ り 、 自然に見られるほとんどすべての形の雪の結晶を作 り得
た 。
中谷の人工雪作成装置は 、 雪の生成条件を知る上で 、 雪の研究分野において非常に有効である 。 し
かしこの装置は 、 低温室が必要であり 比較的大がかりな装置であるため、小中学校などの教育現場で
利用するのは困難である 。 この観点から見ると 、 我々が今回作成した人工雪生成装置は 、 ありふれた
材料で簡単に作る こと ができ 、 また小型で、扱いやすく教室内で使用できる とい う 利点をもってお り、
教育的価値の高いものであると考える 。 これまでこの装置を用いて、星状結晶、羊歯状結晶、扇形な
どの結晶を作ることに成功した。
写真 3 (a) 自然雪 星状 (X 10 ) 写真 3 (b) 自然雪広幅六花 (X 10 )
写真 6 (a) 自然雪 つづみ型 (X 20 ) 写真 6 (b) 自然雪樹枝状(X 40 )
写真12(a) 人工雪 (X 20 ) 写真 1 2(b) 人工雪 (X20 )
括弧内は顕微鏡の倍率
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